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１．はじめに 

 静的圧入締固め工法 (以下，CPG 工法) は，注入管より低流動性のモルタルを静的に圧入して周辺地盤を締固め，密

度を増大させる液状化対策工法の一つである．CPG 工法は空港港湾等の既設構造物の直下や近傍での施工実績も多い

が，施工時に発生する地盤隆起が問題になる場合がある．これまで，従来のボトムアップ方式による圧入施工 1) (従来施工) 

よりも隆起抑制効果の高いアップダウン施工 2) (U/D 施工) の検討を行ってきた． 
 本研究は，既往の U/D 施工を工夫することにより，隆起抑制効果 3)，改良効果 4)および液状化対策効果の向上した新たな

CPG 工法の開発を目的として，円筒形土槽，角型土槽およびせん断土槽の 3 種類の土槽を使用して模型実験を行ったもの

である．本論文では，せん断土槽を用いた加振実験により，液状化対策効果の向上が確認された結果について報告する． 
２．実験概要 

 図-1 にせん断土槽(W600mm×L600mm×H600mm)に注入した固結体配置 

平面図，図-2 に模型地盤の断面図を示す．模型地盤は，200mm の砕石基盤に 
東北 7 号硅砂を水中落下方式で初期相対密度 40％を目標に厚さ 300mm の改 
良対象層を作製した（模型地盤の作製方法，注入方法の詳細は，文献 3)，文 

献 4)参照）． 表-1 に実験仕様を示した．土圧計は図-1 に示す 4 箇所（左，右， 
手前，奥）に GL-150mm，-250mm，-350mm の 3 深度，また間隙水圧計は図-1 

に示す 1 箇所（右）に GL-50mm，-150mm，-250mm，-350mm の 4 深度設置した． 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 入力加速度は，50Gal から段階ごとに 50Gal ずつ増加させ，1 段階の加振では， 
5Hz の正弦波を 20 波入力した．液状化発生時の加速度（液状化強度）は，作用 

させた波数を考慮し，換算入力加速度として，下式により算出した． 
 
 

 
50)-(50' eq入力加速度α

全波数

液状化発生時の波数
換算入力加速度α +×=eq

図-2 模型地盤断面図 

初期相対密度 Dro(％) 40
施工方法 従来施工，U/D施工

改良範囲 (mm) 600×600
改良長 (mm) 300

1本当り圧入量 (㎤) 680
圧入本数　(本) 16
総圧入量 (㎤) 10,880
改良率 (％)　 10

U/D施工の区間長 (球体数) 3
U/D施工の往復回数 (回) 5，10

図-1 固結体配置平面図

表-1 実験仕様 
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